
土地利用を考慮した気温分布図の作成と評価 

 

日本大学(院) 学生会員 ○安部光貴 

日本大学  正会員  朝香智仁 

日本大学  正会員  岩下圭之 

日本大学  正会員  杉村俊郎

 

1.はじめに 

千葉県では 1990年以降の急激な都市化による気温上

昇が大きく，千葉市周辺域では平均気温が 100 年あた

り 2.53℃上昇しているとの報告があり，2013 年 7 月に

は千葉県ヒートアイランド対策ガイドラインが策定さ

れた 1）．日本大学生産工学部は習志野市と船橋市の境界

に位置しており，千葉県ヒートアイランド対策ガイド

ラインにおいては優先対策地域に指定されている．

2014年 6月から、研究室では習志野市内の 11の小学校

(図-1)の百葉箱に小型気温データロガーを設置し，1 時

間毎の気温について定点観測を行っている．習志野市

全域の気温分布を評価する場合，定点観測地点のデー

タから空間内挿をする方法があるが，図-2に示す通り，

習志野市域の大部分は市街地であるため、百葉箱のデ

ータのみでは習志野市の気温分布の実態とは異なるこ

とが予想される．そこで本研究では、土地利用を考慮し

た空間内挿法を提案し，提案した手法によって作成し

た気温分布図の精度について評価することを目的とし

た． 

 

2．研究手法 

一般的に，夜間の方がヒートアイランドの影響が顕

著に現れるとされているため 2)，本研究では習志野市の

夜間の熱環境を評価の対象とした．また，定点観測地点

である小学校よりは気温が高くなると予想される，土

地利用では「低層建物」および「高層建物」に区分され

る市街地の気温を補正する手法を検討することとした．

そこで市街地の気温を測定するため，定点観測地点で

ある小学校の間に４つの検証点（いずれも民家）に小型

気温データロガーを設置し，気温データの観測を行っ

た。４つの検証点の位置は，図１の f0，f1，f2，f3 で

ある．なお，夜間と定義する時刻は 19時～4時とした．

補正の方法は，11 の小学校の気温データからスプライ

ン関数によって作成する気温分布図を，土地利用の区

分が「低層建物（分布・密集）」および「高層建物」と

なる市街地については，４つの検証点から導く回帰式

によって補正する方法とした． 

 

3．結果と考察  

 本研究で設定した４つの検証点において，2016 年 9

月 14日～2016年 12月 13日の 3月間間に気温データを

測定した．それぞれの検証点と最寄りの定点観測地点

である小学校の関係は，f0が H小学校，f1がA小学校，

f2が G小学校，f3が K小学校であるため，図 3に各地 

図-1 気温データロガーの設置位置 

図-2 習志野市の土地利用 

（国土数値情報 都市地域土地利用細分メッシュデータ） 

キーワード ヒートアイランド現象 空間内挿 国土数値情報 

連絡先 〒275-8575千葉県習志野市泉町 1-2-1 日本大学生産工学部 E-mail：asaka.tomohito@nihon-u.ac.jp 

土木学会第72回年次学術講演会(平成29年9月)

 

-301-

Ⅳ-151

 



 

地点と最寄り定点観測地点との夜間における気温デー

タの関係性を示す．図 3 の青色の点は各地点と最寄り

の小学校との関係から，ほとんどの場所で 11の定点観

測地点の平均値よりも気温が高くなっているが，f2 だ

けは平均値よりも気温が低くなる時刻が多くなってい

ることがわかった．よって，空間内挿した気温分布図に

対して市街地の部分を補正する場合，習志野市全体の

平均値を下回る場所については回帰式による補正はし

ない方が実態に近いと考え，以下の(1)式を考案した． 

𝑇𝑒 = {
𝑇𝑜  (𝑇𝑜 ≤ 𝑇𝑎𝑣𝑒)

𝑇𝑜 × 𝑎 + 𝑏  (𝑇𝑜 > 𝑇𝑎𝑣𝑒)
        (1) 

ここで，Te：補正後気温，To：補正前の気温，Tave：習

志野市内全域の平均気温，aおよび b：図 3で求めた線

形回帰式の係数と切片である．図 3（d）によって求め

た寄与率が最も良好であったため，本研究では図 3（d）

の線形回帰式の係数と切片を使用することとした．本

研究で提案する手法を評価するため，10月 1日から 11

月 30日までの 5日毎の夜間の気温データ（13日分）を

使い，本研究で設定した検証点の位置において検証

点で測定された気温に対する，百葉箱のデータのみ 

 

 

 

 

 

から作成した気温分布図の気温と，本研究で提案する

手法によって作成した気温分布図の気温とを比較する

こととした．図 4は，検証点の位置における気温と百葉

箱のデータのみから作成した気温分布図の気温と差，

および，検証点の位置における気温と本研究で提案す

る手法によって作成した気温分布図の気温との差を示

したグラフである．図より，本研究で提案する手法の方

が，実態に近い気温となることが分かった． 

 

4．おわりに 

 本研究では，市街地だけであるが土地利用を考慮し

た気温部分図を作成し，その精度が良好であることを

確認した．今後は，市街地以外の地点の補正方法につい

て考案することを予定している． 
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 図-4 検証点における本研究で提案する手法の効果 

 図-3 検証点における気温と最寄りの小学校の気温との関係性 
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